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事 例 編

洲崎鋳工株式会社
3Ｄ技術を利用した鋳物生産システムの構築による競争力の強化
３Ｄ技術の進歩により、複雑形状の製品を設計することができるようになってきた。鋳造方案ＣＡＥシステムと砂管理設備を導入する
ことにより、複雑形状の鋳物を高品質、短納期、低コストで作る生産システムを構築し、競争力を強化する。

■砂の管理のための設備導入
鋳造方案を立てた後は実際に砂を使った鋳型を作り、鋳物製品を

製造します。複雑な形状の鋳物製品は、鋳型が複雑な構造になって
おり、鋳物の形状が複雑で凹凸も多いため、鋳型から鋳物製品を取
り出す際、鋳型の砂を効率よくきれいに取りのぞくことに大きな労
力がかかっていました。また鋳型で使った砂は、細かく砕いて砂の
表面に残っている樹脂を取り除き、再度鋳型用の砂として利用しま
すが、砂に含まれる樹脂の含有量により、鋳造時にガスが発生し、
それが鋳物に入り込み空洞部ができ不良品発生の原因となることが
あります。そこで、複雑形状の鋳物内部の砂を振動により効率的に
鋳型から取り出し、砂を再利用のため砕いて樹脂を取り除き鋳型に
最適な状態に再生するために、砂再生装置（鋳物製品を鋳型から取り
出す装置）を導入しました。

 事業取組みの成果

■顧客からの信頼度の向上
お客様からの評価は確実にあがりました。設計段階でシミュレー

ションをした上で製造するので、不良率が下がっています。鋳造品
の不良は出荷前検査で見つかることもありますが、表面上では見え
ないことも多く顧客先で加工後に不良が発覚することがあり、大変
なご迷惑をおかけし、信頼性も下げてしまいます。設備導入後は、
鋳造方案の精度が上がりそのようなことがほとんどなくなりまし
た。また、1点ものの受注や初めて作る複雑形状の鋳物の受注であっ
ても、設計段階でシミュレーションソフトを使用して鋳造方案の決
定をすることから、作り直しの手間もなくなり、効率的に品質の高
いものが製造できるようになりました。結果として顧客からの信頼
度が高まり受注も増えています。
さらに、複雑な形状に対応した鋳造方案の事例が「見える」データ

として蓄積されていきますので、効率的な鋳造方案の決定ができる
ようになり、今後の技術の伝承、若手の育成にもつながります。
鋳型をつくる元となる砂の管理においては、砂の再処理の際の樹

脂をきれいに取り除くことができるようになったので、複雑な形状
の鋳物の、ガスによる不良品の発生も抑えることができています。

■効率性アップ・省力化
設備導入により、型から鋳造品を取り出す工程では設備導入前は

2人の人員を配置していましたが、設備導入後は1人の配置でできる
ようになりました。また複雑な形状のものは中子が多く使われてお
り手作業で内部の砂をきれいに取り除くのに時間がかかっていまし
たが、振動を与える解析装置で効率よく砂を取り出せるようになり、

また鋳物に無駄な衝撃も加わらないため凸部の折れや割れも防げる
ようになりました。

■結果として収益の向上
設備導入の成果とは一概にはいえませんが、売上は増加していま

す。売上以上に利益は大幅に増加しており、省力化、不良率の低減
や試作回数の減少によって生産性が向上し、納期も短縮化している
ため、確実にコスト削減が実現できています。顧客からの信頼性も
高まり、営業活動での提案力も強化できており、受注増にもつながっ
ていると考えられます。

 今後の事業活動

当社は、「地元でものづくりを続ける会社」でありたいと考えてい
ます。今後も現在の京都の町中でものづくりを続け、地域の中で社
員が働き続けることができる会社であり続けます。郊外や海外に工
場に移せば、コストも削減でき24時間の生産体制も組めますが、そ
うではなく、この地元で、より高付加価値で競争力のある鋳造製品
を作っていくことが当社のあり方です。今回のシミュレーション技
術を導入したのも、国内で、高付加価値な複雑形状の鋳物製品を作
るためです。次の段階としては、手作業の部分が多い鋳造工程を、
現場で学び技能を蓄積・継承していくこと、そのための社員を育成
することが課題です。量産品でない鋳造は、機械やコンピュータ技
術が発達しても、手作業で行う部分が多く、社員が技能を蓄積して
いくことが重要です。現在、3年以上の経験を積んだ社員には鋳造
技能検定の受験を支援しています。現場社員で、鋳造技能士1級5
名、2級7名の資格取得者がいます。さらに、今後、マニュアルやコ
ツをデータベース化しタブレットなどで視覚的に分かるような現場
管理ソフトを活用した人材育成・技術継承を考えています。

 事業取組みの経緯

■背景
「複雑形状の鋳物を作り、他社と差別化を図る」ために事業に取り
組みました。ものづくり全般にいえることですが、鋳造業界でも同
様で、比較的作りやすいものは海外に発注されており価格競争も激
しいため、国内で生き残るためには、高付加価値な鋳造品を作る高
い技術力を追及していくことが必要とされます。顧客の製品形状の
設計段階から参画することで、他社と差別化した高付加価値な製品
を製造し、顧客に提供できる価値を高め、国内外での競争力強化を
図る必要性がありました。

■3D技術の進歩と鋳造
3Dプリンタの普及により複雑な形状の模型を作ることが可能に
なり、鋳物の形状の自由度が増しているため、3D技術を活用した
鋳物製造システムの構築が必須であると数年前から考えていまし
た。
3D-CAD/CAEを利用することにより、複雑な形状の製品の強度
計算を繰り返し、最適な形状をシミュレーションしながら製品設計
することができるようになり、製品の形状はますます複雑になって
きました。
鋳物は模型を元に鋳型（砂型）を作り、その鋳型に溶けた鉄を流し
込んで作るため、複雑な形状の製品を一発で作ることができます。
溶接であれば切ったり溶接したりと手間が多くなってしまう形状で
あっても、鋳造では鋳型に流し込んで作るので形状を複雑にしても、
コストの上昇率は少なくて済みます。部材自体の断面も、溶接であ
れば、四角やかぎ型など単純な形しかできませんが、鋳造では直線
と曲線の組み合わせや凹みの形状のものなど自由な形にすることが
できます。
3D-CAD/CAEの利用による最適設計が複雑な設計になることも
あり、これまで溶接構造で製作していた製品を鋳造加工で鋳物に置
き換えることができますし、今後そういった部分での需要も見込め
ると考えていました。

■技能、技術の蓄積
当社は複雑な形状の鋳物を得意としており、多品種小ロットのも
のが多いです。機械やコンピュータ技術が発達しても、製造工程で
は手作業の部分が多く、作業者の技能レベルが品質を左右します。
特に複雑形状の鋳物製造では製造時に中子といわれる別に作った部
品を多く組み合わせて鋳型を作るため高い技能が必要とされます。
鋳造現場では、長期にわたり社員が働いて技術を蓄積しています。

当社では職場ローテーションにより、各社員が鋳造技術全般を取得
できるようにしています。今後に向けて、さらに人材育成に力を入
れることで技術力・競争力を高め、高付加価値な製品に対応してい
くことが必要です。そのために、作業の効率化と技能・技術の蓄積
を支援するため、コンピュータ活用によるデータ蓄積や省力化も含
めた設備導入が必要であると考えました。

 実施内容

■設備導入の工程について
鋳物の生産工程としては、鋳造方案決定→鋳物製造→出荷という

流れになっています。今回実施したのは、複雑形状の高付加価値な
鋳物を作るために、鋳造工程のうち、鋳物製造の設計段階としての
「鋳造方案の管理」、実行段階として鋳物製造の中の鋳型に関する「砂
の管理」の2つの工程の設備を導入しました。「鋳造方案の管理」と
「砂の管理」は車の両輪のようなものであり、両方の管理ができるこ
とでより高付加価値な鋳物製品が提供できます。

■鋳造方案の管理のための設備導入
複雑な形状の鋳物製品を製造するとき重要となるのは、鋳型に溶

けた鉄をどのように流し込むか、どのような温度で流し込むか、空
洞部ができないようにどの方向から流しどのように固まっていくか
を考えて決める「鋳造方案」です。複雑な形状の鋳物では、溶けた鉄
をどのような経路でどのような温度で流すかを決めることが難し
く、引け巣（鋳物内部の空洞ができる不良）を防ぐための方法の検討
が大変重要です。これまでは、人の経験に頼り、実際に実験を繰り
返し鋳造方案の決定をしていましたが、複雑な形状の製品が増える
につれ、出来上がった後
に不良品が発覚し、再度
作り直すといった無駄も
多くなっていました。そ
こで、これまでの蓄積技
術に加え、事前にコン
ピュータ上で鋳型内部に
流し込む鉄の流れ方や固
まるときの冷え方をシ
ミュレーションすること
ができるソフトである鋳
造方案CAEシステムを
導入しました。

企 業 概 要

鋳物製造業として京都で創業し、その後、鋳物の機械加工を始め、
オートリール製造の精密機械部を設立し、事業を発展拡充してきま
した。鋳物は、複雑な形状を得意としており、工作機械、産業機械
用の高品質なねずみ鋳鉄、ダクタイル鋳鉄鋳物を製造販売していま
す。オートリール（ケーブル自動巻取り機）は社内設備として開発し
たのをきっかけに得意先からの要望があり販売を始めたものです。
小型、中型のオートリールに加えて、大型や特殊用途のオートリー
ルの設計、製造、販売をしており、日本国内だけでなく海外の工場
や建設・土木工事現場でも使用しています。

主 要 製 品

工作機械や産業機械向け
の複雑な銑鉄鋳物を得意
とする。

主 要 取 引 先

工作機械メーカー・ポンプメーカー・医療機器メーカー

主 な 保 有 設 備

電気炉・砂処理設備・ショットブラスト・NC旋盤・NCフライス
盤
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鋳造方案CAEシステム解析例

砂再生装置


